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安曇野市穂高 鐘の鳴る丘集会所

kanenonaruoka@city.azumino.nagano.jp
0263-55-3131

〒399-8301  長野県安曇野市穂高有明7327番地81

TEL. 
Mail.

鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
は
、

近
現
代
の
諸
相
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
「
安
曇
野
市
指
定
有
形
文
化
財
」で
す
。

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
学
習
施
設
、
青
少
年
の
研
修
施
設
と
し
て
長
年
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

２
０
２
５
年
に
、
芸
術
文
化
活
動
の
場
と
い
う
新
た
な
機
能
を
加
え
、
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
定
期
間
地
域
に
滞
在
し
、
自
然
や
文
化
、
市
民
と
触
れ
合
い
な
が
ら

制
作
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
拠
点
で
あ
る
ほ
か
、

ひ
ろ
く
一
般
利
用
者
に
創
作
や
発
表
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
が
交
流
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

さ
ら
に
新
た
な
文
化
を
創
造
、
発
信
す
る
ア
ー
ト
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

A BOU T ACCE SS

Kane no naru oka
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重要文化財
松尾寺

施設利用許可申請書に必要事項を記入し、
鐘の鳴る丘集会所に提出してください。

開館時間

休 館 日

予約方法

あり（安曇野市穂高郷土資料館と共用）駐 車 場

午前 10 時～ 午後 4 時 30 分

月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
12月28日～1月4日

詳しくは 右の２次元コードから
HP をご覧ください。
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広
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広
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自動車 電動自転車（レンタサイクル）電動自転車（レンタサイクル）

土場
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アトリエの貸出を行っています。
アトリエ１・２・３とも創作室として
使用できるほか、アトリエ２・３は
展示会場や講義室としても
ご利用いただけます。

1F アトリエ 1

屋外作業場 無料

アトリエ1

事務所
掃除
用具庫

玄関

倉庫

滞在スペース

ホール

アトリエ3

アトリエ 2

アトリエ2

2F

F L OOR M A P R E N TA L F E E

アトリエ 3
トイレ

トイレ

多目的トイレ

貸出料金

H I STORY

1921年 大正10年明 治時 代

穂高有明に移築。
温泉旅館として営業開始。

長野市鶴賀新地に
遊郭として建設。

1946年 昭和21年

司法保護団体が
土地と建物を買い取る。
松本少年学院が開設。

1949年 昭和24年

法務省の所管となり、
有明高原寮と呼ばれる。

1980年 昭和55年

現在地へ移築復元。
鐘の鳴る丘集会所として整備。
青少年の研修施設に。

2025年 令和 7年

大規模改修を経て、
アーティストの滞在拠点、
市民も利用できる施設に。

アトリエ２・３

施設の利用には予約が必要です。
備品の使用も可能です 。
（机、椅子の他、メタルソー、丸のこなど木工機械)

詳しくは電話でお問い合わせください。 

（1日あたり）

個人または３人以下の団体 （共同利用）
4人以上の団体（入場料徴収なし）
1人以上で部屋占有（入場料徴収なし）
1人以上で部屋占有（入場料徴収あり）

1室 1,000円
1室 1,400円

1人    500円
1室 2,000円
1室 2,000円
1室 2,800円

アトリエ１

屋外作業場

（入場料等徴収あり） 
（入場料等徴収なし） 

Kane no naru oka

有明温泉黎明期（大正末期） 有明高原寮（昭和 20 年代半ば～30 年代） 鐘の鳴る丘集会場　（現在）


